
 

〈 主な項目内容 〉
○第161回総代会開催2

○第161回総代会開催、理事長表彰 3

○平成26年度 決算ならびに財務の公表、
監査報告 4～7

○着任のご挨拶､今年の水管理を振り返って 8

○利水豊穣秋の感謝祭､中流施設研修 他 9

○総代研修、役員研修について10

○改良区への通知､使用料･手数料について11

○多面的機能支払交付金活動 他12

               

 

 

【山形市立南沼原小学校児童による稲刈り体験】
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﹇
武
田
清
一
郎

理
事
長
挨
拶
﹈

本
日
こ
こ
に
、
第
一
六
一
回
総
代
会

を
開
会
す
る
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

本
日
の
総
代
会
に
は
、
ご
多
忙
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ご
来
賓
と
し
て
、
西
奥

羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所

沼
倉

最
上
川
支
所
長
、
村
山
総
合
支
庁

渡

邊
農
林
技
監
、
山
形
市
農
林
部

丹
野

次
長
、
山
辺
町
産
業
課

渡
邉
課
長
の

ご
臨
席
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
総
代
の
皆
さ
ん
に
は
、
お
盆

を
間
近
に
し
た
お
忙
し
い
中
を
お
集
ま

り
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
し
ば
ら
く
、
最
高
気
温
が
三
十

五
度
以
上
に
な
る
猛
暑
日
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
今
年
は
、
平
年
と
比
べ
る
と

降
水
量
が
極
端
に
少
な
く
、
馬
見
ヶ
崎

川
の
河
川
流
量
の
減
少
に
よ
り
、
灌
漑

期
間
で
は
約
二
十
年
ぶ
り
に
小
水
力
発

電
所
を
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
深
刻
な

状
況
に
な
り
、
七
月
二
十
九
日
よ
り
発

電
停
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
緊
急

に
、
八
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
水
利
調

整
委
員
会
で
、
現
在
の
水
利
状
況
と
こ

れ
か
ら
の
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
、
急
遽
、「
節
水
の
お
願
い
」
の
文
書

を
組
合
員
に
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た

次
第
で
す
。
馬
見
ヶ
崎
川
単
独
水
掛
か

り
の
中
部
地
区
の
分
水
工
に
つ
い
て

は
、
番
水
し
て
、
支
障
の
な
い
水
管
理

を
お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
、
関
係
地

区
の
組
合
員
並
び
に
担
当
水
利
調
整
委

員
の
方
に
は
、
ご
迷
惑
と
ご
苦
労
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
総
代
・
委
員
の
皆

さ
ん
に
は
、
改
め
て
節
水
の
徹
底
と
尚

一
層
の
水
管
理
・
農
産
物
の
管
理
の
徹

底
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
平
成
二
十
七
年
度
国
の
農
業

関
係
予
算
は
、大
方
の
予
想
を
裏
切
り
、

大
幅
に
減
額
と
な
る
、
大
変
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
改
良
区
管

内
で
予
定
し
て
い
る
国
庫
補
助
事
業
の

予
算
を
見
る
と
、
基
幹
水
利
施
設
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
を
始
め
と

す
る
七
事
業
に
つ
い
て
は
、平
均
し
て
、

当
初
要
求
額
の
約
四
割
に
減
額
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
当
改
良
区
事
業
主
体
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
予
定
し
て
い
た
基
盤

整
備
促
進
事
業
の
代
替
と
し
て
、「
農

　平成27年度（第161回）総代会が、平成27年８月12日当土地改良区
大会議室において開催されました。総代67名の出席をいただき審議
が進められ上程された平成26年度各会計決算など全案件（55議案）が
原案通り可決承認されました。

平成26年度各会計決算等　全案件が可決承認されました

第161回　総代会開催

武田清一郎  理事長

【質問する丸子宏総代】
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地
耕
作
条
件
改
善
事
業
」
で
山
形
県
よ

り
予
算
割
当
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

当
初
の
約
四
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
金
額

で
し
た
。
そ
れ
を
関
係
す
る
地
区
に
予

算
配
分
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
理
事
長
、

管
理
担
当
の
副
理
事
長
、管
理
部
会
長
、

関
係
地
区
の
委
員
長
で
協
議
を
し
て
き

ま
し
た
。
限
ら
れ
た
予
算
の
中
、
事
業

実
施
地
区
の
状
況
を
考
慮
し
た
結
果
で

す
の
で
、
地
区
委
員
会
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今

回
、
減
額
さ
れ
た
予
算
に
つ
い
て
は
、

二
十
七
年
度
補
正
予
算
を
組
ん
で
事
業

の
復
活
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
二
十
八

年
度
か
ら
は
当
初
予
算
の
中
に
し
っ
か

り
位
置
づ
け
て
い
た
だ
く
よ
う
、
全
国

土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
並
び
に
山

形
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
と
一

体
に
な
っ
て
、
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
所
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
国
は
「
生
産
性
向

上
や
競
争
力
強
化
」
の
攻
め
の
農
業
を

目
指
す
と
い
っ
て
お
り
ま
す
が
、
生
産

の
効
率
化
を
計
り
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
で
市

場
競
争
力
を
付
け
る
に
は
、
足
腰
の
強

い
農
業
基
盤
を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
全
国
的
に
、
土
地
改
良
を
実

施
す
る
地
域
と
し
て
、
新
規
ほ
場
整
備

や
再
ほ
場
整
備
事
業
へ
の
要
望
が
増
え

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
現
在
の

土
地
改
良
施
設
が
施
設
更
新
の
時
期
に

直
面
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

大
幅
な
予
算
の
確
保
こ
そ
が
緊
急
の
課

題
で
あ
り
ま
す
。
米
価
の
下
落
や
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
動
向
も
は
っ
き
り
定
ま
ら
な
い

中
、
困
難
を
強
い
ら
れ
て
い
る
農
家
経

済
を
考
え
る
と
、
き
ち
ん
と
し
た
国
の

予
算
確
保
と
い
う
裏
付
け
は
当
然
、
必

要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
、
関
係
機
関
と
い
っ
し
ょ
に
要
望
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

﹇
議
決
案
件
﹈

議
第
一
号

平
成
二
十
六
年
度
財
産
目
録
の
承
認

に
つ
い
て

議
第
二
号

平
成
二
十
六
年
度
一
般
会
計
収
支
決

算
書
の
承
認
に
つ
い
て

議
第
三
号

平
成
二
十
六
年
度
国
・
県
営
維
持
管

理
事
業
特
別
会
計
収
支
決
算
書
の
承
認

に
つ
い
て

（
他
五
十
二
議
案
）

全全全全全全国国国国国国土土土土土土地地地地地地改改改改改改良良良良良良事事事事事事業業業業業業団団団団団団体体体体体体連連連連連連合合合合合合会会会会会会会会会会会会長長長長長長表表表表表表彰彰彰彰彰彰全国土地改良事業団体連合会会長表彰
「第38回全国土地改良大会 青森
大会」において、土地改良事業功績
者表彰式が行われ、武田清一郎理事
長が全国土地改良事業団体連合会会
長表彰を受賞しました。

【質問する三部太右ェ門総代】

【議長 須貝正信総代 副議長 木暮敬総代】
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Ｈ26年度 中間監査 Ｈ26年度 決算監査
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八
月
一
日
付
け
で
最
上
川
支
所
に
参
り
ま
し
た
沼
倉
と
申
し
ま
す
。
実
は

私
、
皆
様
に
お
世
話
に
な
る
の
は
二
度
目
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
度
目
は
、
国
営

最
上
川
中
流
農
業
水
利
事
業
実
施
時
代
で
昭
和
五
十
九
〜
六
十
一
年
度
（
事
業

完
了
）
ま
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
三
十
年
、
当
時
は
施
設
機
械

担
当
で
し
た
の
で
、
最
上
川
取
水
口
及
び
松
原
分
水
工
の
除
塵
機
設
備
や
水
管

理
シ
ス
テ
ム
（
中
央
管
理
シ
ス
テ
ム
）
の
設
置
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
悩
ん
だ
思

い
出
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
馬
見
ヶ
崎
川
導
水
路
の
通
水
試
験
に
お
い
て
、
百

メ
ー
ト
ル
も
落
差
が
あ
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
幹
線
道
路
の
真
下
を
通
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
絶
対
に
事
故
は
起
こ
せ
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
大
変
緊
張
し

た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
非
常
に
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

さ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
を
受
け
、
今
後
は
農
業
へ
の
影
響
緩
和
の
た
め

の
各
種
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
代
わ
り
に
、
コ
ス
ト
削

減
等
に
よ
る
経
営
努
力
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
農

家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等
の
社
会
的
要
因
で
近
年
急
激
に
規
模
拡
大
が
進

ん
で
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
問
題
は
、
経
営
規
模
拡
大
や
コ
ス

ト
削
減
に
必
要
な
ほ
場
整
備
や
か
ん
が
い
施
設
の
補
修
・
改
修
等
の
地
元
要
望

に
予
算
が
少
な
い
た
め
十
分
に
応
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し

こ
の
度
、
全
国
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
の
ご

努
力
に
よ
り
、
初
め
て
、
政
府
の
「
骨
太
の
方
針
」
に
土
地
改
良
事
業
を
一
層
推

進
す
る
旨
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

こ
と
を
背
景
に
農
林
水
産
省
は
、
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求
を
対
前
年
一
千
億

円
増
額
で
要
求
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
額
を
し
っ
か
り
確
保
し
た
上
で
、
早
期

に
平
成
二
十
一
年
度
の
予
算
規
模
ま
で
戻
す
べ
く
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

の
で
、
土
地
改
良
区
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
当
土
地
改
良
区
の
水
管
理
運
営
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
今
年
の
天
候
は
ど
う
か
な
。」
そ
こ
か
ら
毎
年
の
農
作
業
が
始
ま
る
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
温
暖
化
の
影
響
か
積
雪
は
多
か
っ
た
も

の
の
、
気
温
が
高
く
、
雪
解
け
が
早
か
っ
た
よ
う
で
す
。
降
水
量
は
四
月
は
や

や
多
め
で
推
移
、
五
月
か
ら
七
月
は
例
年
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強
と
小
雨
と
な

り
ま
し
た
が
、
平
均
気
温
は
二
度
ほ
ど
高
め
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
春
作
業
は

条
件
も
良
く
、
国
・
県
営
施
設
の
分
水
は
例
年
ど
お
り
五
月
七
日
か
ら
行
わ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
田
植
え
後
は
晴
天
が
続
き
、
水
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
三
日
に
は
緊
急
水
利
調
整
委
員
会
を
開
催
し
、
各
水
系
の
水
利
状
況
報
告

を
基
に
組
合
員
へ
「
節
水
の
徹
底
」
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

組
合
員
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
九
月
十
日
無
事
に
水
管
理
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
台
風
に

よ
る
被
害
も
な
く
、
秋
の
収
穫
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
や
は
り
、
長

井
ダ
ム
完
成
に
よ
る
水
利
権
の
確
定
及
び
湖
沼
群
、
地
下
水
等
の
計
画
的
利
用
、

そ
し
て
何
よ
り
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

水
は
無
限
に
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題
は
、
先

輩
方
が
苦
労
し
て
作
っ
て
き
た
施
設
を
国
・
県
・
市
等
関
係
機
関
の
協
力
ご
指

導
を
頂
き
、
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
水
利
運
営
は
水
利
調
整
委
員
だ
け
で
は
で
き
ま
せ

ん
。今
後
も
組
合
員
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

着
任
の
ご
挨
拶

東
北
農
政
局
西
奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所

最
上
川
支
所
長

沼

倉

元

幸

今
年

の
水

管
理

を
振

り
返

っ
て

水
利
調
整
委
員
会

副
委
員
長

鎌

田

博
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『餅つきをする佐藤山形市長と武田理事長』

『役員による水源涵養林の現場踏査』

 『山形市農業委員会第三ブロック
　　　　　（大曽根・村木沢・西山形）食農事業』

『緑町北区町内会』

『楢葉町土地改良区』

『中華民国台湾省農田水利會聨合曾訪日調査団』

『土地改良施設パネル展示会』

利水豊穣秋の感謝祭利水豊穣秋の感謝祭

中流管内施設研修中流管内施設研修

水源涵養林水源涵養林 山形市農畜産物フェスティバル
　　　　　　に参加しました！！
山形市農畜産物フェスティバル
　　　　　　に参加しました！！

☆その他にもたくさんの団体のみなさんが研修に
みえました。ありがとうございました。
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～クボタ宇都宮工場（栃木県）・食と農の科学館（茨城県）～
　今年度の総代研修は、総代49名の参加を得て９月２日～３日の２日間、栃木県宇都宮市『クボタ
宇都宮工場』茨城県つくば市『食と農の科学館』にて視察を行いました。
　クボタ宇都宮工場においては工場の概要説明を受け、農機具が作られている工場内を視察しまし
た。工場では様々な工程にわかれて製造されており、コンピュータ制御の最新の生産システムで創
られていました。又、購入者の要望に合わせて多種多様な機種を同じラインで同時生産し、違う種
類の農機具を次々に生産していました。
　食と農の科学館においては日本の農業と食に関する研究を視察しました。最新技術の映像やパネ
ル展示、食料の安定供給に寄与する研究開発や、高い技術力を生かした高品質、高付加価値を持っ
た農産物や食品の研究等について説明を受けながら研修しました。資料館では実際に使われてきた
農具類を見学し日本の農業技術発達の歩みを学んできました。

　平成27年度役員研修で１１月２４日（火）神安土地改良区（大阪府茨木市）に伺い、理事長と事務
局長から歴史と概要、維持管理の苦労話などを伺いました。
　神安土地改良区は、明治時代に「水利土功会」が設置され、明治26年には神崎川と安威川の頭文
字をとり「神安普通水利組合」となり、昭和24年土地改良法の施行に伴い「神安土地改良区」に組
織変更された歴史ある土地改良区です。地区面積は約460ヘクタール、組合員数は2,275人と、数字的
には比較的小さな土地改良区との印象でしたが、大阪府では最大規模だそうです。
　注目すべきは、約６億円の一般会計収入のうち約４割が他目的使用料であること。また、土地改
良法第56条第２項により関係４市と協定を結び応分の負担をもらっていること。さらに、積立金か
ら生じる利息で国債等の債権運用を図っていることです。
　当土地改良区管内も、今後、市街化が進み関係市町との維持管理区分協定や使用料の見直し等に
ついて参考になる話を伺い、有意義な研修となりました。

平成27年度　役員研修平成27年度　役員研修

月 （火）神安土地改良区（大阪府茨木市）
～ 神安土地改良区 （大阪府茨木市）～
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山
形
県
国
営
造
成
施
設
管

理
者
会
は
、
平
成
二
十
七
年

十
月
二
日
に
吉
村
美
栄
子
山

形
県
知
事
に
対
し
、「
要
望

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
山

形
県
が
今
後
と
も
、
国
の
安

全
・
安
心
な
食
料
供
給
基
地

と
し
て
の
役
割
を
全
う
で
き

る
よ
う
、
平
成
二
十
八
年
度

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
土
地

改
良
施
設
管
理
関
係
予
算
の

確
保
な
ど
４
項
目
の
要
望
を

し
た
も
の
で
す
。

多面的機能支払交付金　活動組織紹介

　
当
活
動
組
織
は
、
遅
れ
馳
せ
な
が
ら
平
成
二
十
六
年
度
に
発

足
、
同
年
四
月
か
ら
事
業
を
開
始
し
、
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　…
…

「
楽
」
し
い
「
夢
」
を
描
き
な
が
ら
「
区
」
の
圃
場
を
（
美

し
い
故
郷
を
）い
つ
ま
で
も
み
ん
な
の
堅
い
ス
ク
ラ
ム
で「
守
」っ

て
い
き
た
い
も
の
だ…

…

と
い
う
願
い
を
込
め
て
組
織
名
称
と

し
ま
し
た
。

　
対
象
農
用
地
は
、
田
九
四
・
六
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
一
・
〇

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
開
水
路
三
五
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
農
道
七
・

六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
保
有
状
況
で
す
。

　
構
成
組
織
は
土
地
改
良
区
、
沼
木
町
内
連
合
会
、
沼
木
子
供

育
成
連
合
会
等
の
八
団
体
、
役
員
は
監
事
二
人
を
含
め
て
十
五

名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
、
資
源
向
上
活
動
に
は
後
日
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
結
局
、
共
同
活
動
、
長
寿
命
化
活
動
に
も
最
初
か
ら
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
景
観
形
成
活
動
に
お
い
て

は
子
供
育
成
会
の
協
力
を
得
て
、
中
部
三
号
線
沿
い
の
水
路
脇

に
色
と
り
ど
り
の
草
花
を
か
ざ
し
た
三
〇
〇
鉢
の
植
栽
プ
ラ
ン

タ
ー
を
飾
り
付
け
、
行
き
交
う
人
々
の
心
を
和
ま
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
輩
組
織
の
椹
沢
地
区
さ
ん
の
ご
指
導
を
頂
き
、
こ

の
九
月
下
旬
、「
水
の
源
流
を
訪
ね
て…

…

」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

沼
木
子
供
育
成
連
合
会
の
協
力
を
得
て
「
飯
豊
源
流
の
森
」「
長

井
ダ
ム
」「
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
施
設
」
を
見
学
し
、
親
子

共
々
、
新
た
な
驚
き
と
「
夢
」
を
発
見
し
た
模
様
で
す
。

　
広
報
活
動
や
啓
発
活
動
、
景
観
形
成
活
動
は
、
地
域
の
理
解

を
得
る
大
切
な
活
動
で
あ
り
、
今
後
は
み
ん
な
で
、
さ
ら
に
「
美

し
い
ふ
る
さ
と
」
を
育
み
、こ
の
交
付
金
制
度
も
永
く
「
守
」
っ

て
欲
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。
　
　
　
　 

会
長
　
折
原
　
幹
男

南
沼
原
グ
リ
ー
ン
守
区
楽
夢

泥上げ作業 

植栽活動 

農道砂利補充作業 

水路の草刈り 

農道補修作業 

水の源流を訪ねて……

ス 

ク 

ラ 

ム

中部幹線用水路
来年度用水停止のお知らせ

　発電所更新事業に伴い、平成28年10月

から平成29年３月までの６ヶ月間、中部・

八ヶ郷・北部・千歳・出羽明治地区の水路

維持用水が全面的に停止されますので、

ご協力お願いします。

～山形県国営造成施設管理者合同要望～～山形県国営造成施設管理者合同要望～
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